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講話会開催報告講話会開催報告
　９月30日（火）午前10時から、三郷市健康福祉会館５階会議室において「令和７年度安全講話 
会」を開催し、27名が参加しました。
　秋田専務理事兼事務局長の開会の挨拶に続き、三郷市いきいき健康部 健康推進課 植木 萌 保健
師から、「高齢者が健康に過ごすための運動及び食事について」をテーマにご講演頂きました。
　はじめに、埼玉県の高齢化状況や医療・介護費用の現状に触れながら、健康寿命を延ばすため
の具体的な取り組みについて説明がありました。食事面では、バランスの取れた食事、減塩、野
菜の摂取を意識することの重要性が述べられ、運動面では、日常生活の中で少しでも多く体を動
かすことの大切さが強調されました。
　次に、生活習慣病予防の観点から、生活習慣の見直しについても言及されました。講話の最後
には振り返りとして小テストが実施され、参加者の理解を深める機会となりました。
　休憩を挟んだ後、安全就業・事故防止に向けた啓発動画を２本視聴しました。
　内容は、「安全就業のために」及び「清掃業務時の転倒防止」に関するもので、現場での安全意
識向上を図ることができました。

安全就業・事故防止に向けた啓発動画の視聴安全就業・事故防止に向けた啓発動画の視聴

植木保健師植木保健師

閉会挨拶をする宮田委員閉会挨拶をする宮田委員

開会挨拶をする秋田開会挨拶をする秋田
専務理事兼事務局長専務理事兼事務局長

安全講話会の様子安全講話会の様子
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令和７年度　安全令和７年度　安全
安
全
講
話
会
に
参
加
し
て

安
全
講
話
会
に
参
加
し
て

　
健
康
を
維
持
す
る
た
め
に
は
、運
動
の
継
続
と
、

野
菜
を
主
に
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
を
す
る
。

ま
だ
六
十
代
の
私
は
、
お
酒
が
好
き
で
毎
晩
晩
酌

を
し
て
い
ま
す
。

　
一
日
当
た
り
の
純
ア
ル
コ
ー
ル
摂
取
量
が
40
グ

ラ
ム
以
上
を
超
え
る
と
生
活
習
慣
病
の
リ
ス
ク
が

高
ま
り
、
ま
た
眠
り
が
浅
く
な
り
依
存
症
に
な
る

可
能
性
が
高
く
な
る
と
・
・
・
・
わ
か
っ
て
い
ま

し
た
が
毎
日
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
を
し
、
筋
ト
レ
を
し

て
お
り
自
分
な
り
に
体
力
健
康
に
は
自
信
が
あ
り

ま
し
た
。
今
日
か
ら
は
自
分
は
高
齢
者
と
自
覚
し

て
、
自
重
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
お
口
の
健
康
に
つ
い
て
は
、
普
段
異
常
が
な
い

時
は
歯
の
大
事
さ
を
忘
れ
て
い
ま
す
が
、今
後
は
、

症
状
が
出
る
前
に
、
定
期
健
診
を
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
し
た
。

　
安
全
就
業
に
つ
い
て
は
、「
日
頃
か
ら
健
康
に

気
を
配
り
、仕
事
は
絶
対
に
焦
っ
て
は
い
け
な
い
、

余
裕
を
も
っ
て
仕
事
を
す
る
」
を
改
め
て
認
識
い

た
し
ま
し
た
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
健
康
管
理
を
徹
底
し
、

契
約
内
容
に
忠
実
に
、
責
任
を
も
っ
て
就
業
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
国
の
統
計
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
か
ら
は
高
齢
者
の

割
合
が
ま
す
ま
す
増
加
し
、
将
来
的
に
は
三
人
に

一
人
、
あ
る
い
は
そ
れ
以
上
に
な
る
と
も
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
中
で
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
と
の
関
わ
り
は
ま
す
ま
す
重
要
に
な
る
と

感
じ
ま
し
た
。

　
講
話
会
を
通
じ
て
、
健
康
づ
く
り
の
大
切
さ
を

改
め
て
実
感
し
ま
し
た
。
毎
日
の
食
事
は
な
る
べ

く
バ
ラ
ン
ス
よ
く
摂
る
よ
う
心
が
け
て
い
ま
す
。

塩
分
を
控
え
る
こ
と
は
難
し
い
面
も
あ
り
ま
す
が
、

一
日
三
食
を
基
本
に
し
て
い
ま
す
。

　
私
自
身
、
八
十
歳
を
過
ぎ
ま
し
た
が
、
力
仕
事

で
な
け
れ
ば
今
も
活
動
を
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
現
在
も
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
お
世
話
に

な
っ
て
お
り
、
こ
れ
も
健
康
で
あ
る
か
ら
こ
そ
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。
二
か
月
に
一
度
は
病
院
で
定

期
的
な
診
察
を
受
け
て
い
ま
す
が
、
今
の
と
こ
ろ

特
別
な
指
摘
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ア
ル
コ
ー
ル
も
以

前
よ
り
控
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
若
い
頃
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
が
好
き
で
、
現
在
も
週

に
一
度
は
シ
ョ
ー
ト
ホ
ー
ル
の
ゴ
ル
フ
に
出
か
け

て
い
ま
す
。
メ
ン
バ
ー
の
中
に
は
九
十
歳
を
超
え

る
方
も
お
り
、
歩
く
姿
も
し
っ
か
り
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
方
は
「
若
い
頃
は
無
理
も
し
た
が
、
今
は

健
康
が
第
一
。
お
酒
も
控
え
て
い
る
」
と
話
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
好
き
な
ス
ポ
ー
ツ
を
続
け
ら
れ
る

こ
と
が
、
昼
食
時
の
話
題
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　
健
康
が
何
よ
り
も
大
切
だ
と
分
か
っ
て
い
て
も
、

実
際
に
そ
れ
を
維
持
す
る
の
は
簡
単
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
生
活
習
慣
病
な
ど
を
意
識
し
な
が
ら
、日
々

の
食
事
や
ス
ポ
ー
ツ
を
無
理
な
く
楽
し
み
、
こ
れ

か
ら
も
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
関
わ
っ
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
次
回
の
講
話
会
に
も
、

可
能
で
あ
れ
ば
ぜ
ひ
参
加
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
埼
玉
県
の
高
齢
化
の
現
状
や
、
医
療
・
介
護
に

か
か
る
費
用
の
話
は
、
私
た
ち
高
齢
者
に
と
っ
て

身
近
で
切
実
な
問
題
で
あ
り
、
改
め
て
考
え
さ
せ

ら
れ
る
内
容
で
し
た
。
食
事
に
つ
い
て
は
、
減
塩

や
野
菜
の
摂
取
、
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
の
大
切

さ
が
語
ら
れ
、
日
々
の
食
卓
を
見
直
す
き
っ
か
け

に
な
り
ま
し
た
。
運
動
に
つ
い
て
も
、
特
別
な
こ

と
を
す
る
の
で
は
な
く
、
日
常
生
活
の
中
で
少
し

で
も
体
を
動
か
す
こ
と
が
大
切
だ
と
い
う
話
に
、

私
自
身
も
「
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
よ
う
」
と
前

向
き
な
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

　

生
活
習
慣
病
予
防
の
話
も
非
常
に
参
考
に
な

り
、
講
話
の
最
後
に
行
わ
れ
た
小
テ
ス
ト
で
は
、

自
分
の
理
解
度
を
確
認
で
き
る
良
い
機
会
と
な
り

ま
し
た
。
そ
の
後
、
安
全
就
業
や
事
故
防
止
に
関

す
る
啓
発
動
画
を
2
本
視
聴
し
ま
し
た
。
内
容
は

「
安
全
就
業
の
た
め
に
」
と
「
清
掃
業
務
時
の
転

倒
防
止
」
に
関
す
る
も
の
で
、
現
場
で
の
安
全
意

識
を
高
め
る
た
め
の
具
体
的
な
工
夫
が
紹
介
さ
れ

て
お
り
、
非
常
に
実
践
的
な
内
容
で
し
た
。
健
康

と
安
全
に
つ
い
て
、
改
め
て
自
分
自
身
の
生
活
を

振
り
返
る
良
い
機
会
と
な
り
、
参
加
し
て
本
当
に

良
か
っ
た
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　
な
お
、
講
話
会
終
了
後
、
私
自
身
が
痛
風
を
患

い
、
健
康
の
あ
り
が
た
さ
を
改
め
て
痛
感
し
て
お

り
ま
す
。

秋
本　
繁
治 

会
員

中
村　
光 

会
員

渡
辺　
昇 

会
員
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安全就業のお願い
　８月から10月までの間に、賠償事故が２件発生しました。いずれも、発注者との作業内容の確
認不足や安全意識の欠如が原因です。
　４月から累計で６件の事故が発生しています。これ以上事故を起こさないよう、安全を最優先に、
無理のない働き方を心がけましょう。

令和７年度事故報告（８～10月）
●賠償事故２件

発生日 仕事の内容 状況 原因 対策

7月22日 草刈り作業

肩掛式草刈機で草刈り
作業を行っていたとこ
ろ、庭にある榊の木が
背丈の高い草に紛れて
いたため気がつかず、
一緒に刈ってしまった。

高い草に隠れてい
たため、気づかず、
視認不足。

保護すべき植物には
目印をつける。事前
に周囲を整理して視
認性を確保し、草刈
機の特性を踏まえた
作業をする。

8月15日 植木の
剪定作業

植木の剪定作業中に落
下した木の枝が、隣接
する道路を走行中の車
に当たり、傷をつけて
しまった。

剪定作業中に落下
した枝の落下範囲
を適切に管理して
いなかった。

剪定作業前に落下範囲
を確認し、ネットや
シートを設置するなど
の防護措置を講じる。

☆令和７年度 接客マナー（接遇）講習会開催のお知らせ☆☆令和７年度 接客マナー（接遇）講習会開催のお知らせ☆
日時 12月22日（月）　午後２時～４時
場所 三郷市健康福祉会館５階会議室（花和田638番地１）
内容 サービス業で働く会員の役割、接客・接遇の基本、苦情対応の基本など
持ち物 筆記用具
定員 50名
講師 合同会社アップグロース　代表　宮澤　知繁　様
締切日 12月12日（金）

切り取り線

会員番号 氏　名

☆令和７年度　接客マナー（接遇）講習会参加申込書☆
申込日：令和 7 年　　月　　日

線
り
取
り
切

切り取り線
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　センターでは、就業環境の安全性と適正な業務遂行を確保するために、毎月 1 回、安全・適正就業委員会
の委員、専務理事兼事務局長、そして請負係・派遣係の職員の計 3 名が各就業現場への訪問を実施しています。

この取り組みは、現場の状況を直接確認し、必要に応じて改善提案を行うことで、就業する会員の安心と信
頼を支えることを目的としています。それぞれの現場でのヒアリングや点検を通じて、より良い職場環境づくり
に努めてまいります。

就業現場訪問実施報告（７〜９月）

訪問日 訪問先 作業内容

7月8日（火）
前谷小学校 校舎内外の清掃作業等

東和東地区文化センター 草刈り作業・除草作業
東和東地区文化センター 屋内清掃作業

8月28日（木）
植木剪定事故現場（幸房） 植木剪定作業

草刈り事故現場（泉） 草刈り作業・除草作業
自転車事故現場（ピアラシティ） 派遣勤務帰宅途上

9月29日（月）
鷹野文化センター 屋内清掃作業

コミュニティセンター 屋内清掃作業

７月　前谷小学校現場確認７月　前谷小学校現場確認

　8月28日（木）午前9時30分から11時30分まで、三郷市健康福祉会館5階会議室にて、令和7
年度リーダー研修を開催しました。研修には、会員41名（男性31名・女性10名）が参加しました。
　秋田陽一専務理事兼事務局長が開会挨拶を行い、講師・株式会社インソースの吉田英策氏を紹介
しました。
　研修では、リーダーに求められるアサーティブ（自他尊重）なコミュニケーションについて、理
論と実践の両面から学びました。アサーティブの基本的な考え方と4つの柱（誠実さ・率直さ・対
等性・責任）に加え、実践的な4ステップ（描写・表現・提案・代案）を具体例とともに紹介され
ました。さらに、説得の技術として「覚悟」と「本気」の姿勢の重要性が強調されました。
　その後質疑応答が行われ、参加者の理解を深める有意義な時間となりました。

令和７年度リーダー研修開催報告令和７年度リーダー研修開催報告

講師　吉田　英策　氏講師　吉田　英策　氏 閉会挨拶をする目黒部会長閉会挨拶をする目黒部会長

８月　草刈り事故現場確認（泉）８月　草刈り事故現場確認（泉） ９月　コミュニティセンター現場確認９月　コミュニティセンター現場確認

研修の様子研修の様子
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Ｑ１ Ｑ２
Ｑ３

グループの人数、役割、就業先のことなど
仕事をしていて良かった・嬉しかったことは

仕事をしていて大変なところは

職群班とは……会員の共働・共助を基本に連帯意識と親睦を基調とし、安全な
作業遂行を促進することを目的とした職種ごとの仕事別グループです。

仕事別グループ：勤労者体育館管理
職群：管理群　　職種：建物管理

業務内容：電動工具等商品の洗浄・清掃・塗装・動作確認

現在、メンバーは６名です。勤労者体育館にて、施設管理及び窓口受
付業務を担当しています。就業時間は、昼間が８時30分〜17時00分、
夜間が16時45分〜21時15分です。１日につき２名が交替で昼間と
夜間の就業にあたっており、日曜日は昼間のみ１名が就業します。

勤労者体育館の利用管理はすべてパソコンで行われており、利用申込
みはインターネット・携帯電話・窓口にて受け付けています。業務に
はインターネットやパソコンの基本的な知識が求められ、一人で業務
を担当するには、一定期間の業務知識の習得が必要です。近年では、利用料の支払い方法に電子マ
ネーやクレジットカードが加わり、覚えるべき内容も多様化しています。来館者も多く、窓口対応
には気配りが求められるため、業務は容易ではありません。

６名が交替で業務にあたっていますが、全員が一堂に会することは原則としてありません。祝日は
休館日のため全員が休みとなり、年に数回、祝日に合わせて懇親会を開催し、情報交換を行ってい
ます。手品などを披露する会員もおり、グループの親睦を深める一助となっています。

（リーダー　神谷　成男）

職群班の紹介職群班の紹介

派遣就業の紹介派遣就業の紹介

（VOL.（VOL.3030））

A１

A２

A３

派遣先

A２

A３

株式会社レンタルのニッケン

就業している会員は２名。９時30分から16時30分まで就業。
勤務は1人体制で、貸し出した電動工具等が戻ってくると、
洗浄や簡単な修理や塗装を行っています。

様々な形や大きさの電動工具等の汚れが落ちにくい品は洗浄
するのが大変です。

試行錯誤をして、洗浄したものが新品に近い見栄えまでキレ
イになった時に達成感が得られることです。

（小林　冨夫）

A１
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１ 開催日時	 令和８年１月21日（水）　正午開宴　（11時40分受付開始）
２ 会　　場	 海鮮活魚料理　美加和（三郷市高州１－292）☎956-2356
	 三郷駅発　東武バス金52「下新田」下車徒歩４分
	 または、　東武バス金54「高州１丁目北」下車徒歩２分
	 ※マイクロバスの送迎あり
３ 会　　費	 4,000円
４ 定　　員	 80名（定員になり次第締め切り）
５ 申込方法	 参加申込書にご記入のうえ、代金を添えて事務局にご持参ください。
６ マイクロバスの停車場所（集合時間は、参加人数確定後、別途通知します。）
	 ①希望の郷交流センター　　　　　　②ピアラシティ交流センター
	 ③三郷駅北口ファミリーマート前　　④三郷中央駅
	 ⑤東和東地区文化センター　　　　　⑥戸ヶ崎コミュニティセンター

会員番号　�

会 員 名　�

マイクロバス利用　　　　有　　　　　無　　

　（有りの場合乗車場所に◯をつけてください）
　①希望の郷交流センター
　②ピアラシティ交流センター
　③三郷駅北口ファミリーマート前
　④三郷中央駅
　⑤東和東地区文化センター
　⑥戸ヶ崎コミュニティセンター

演芸などの余興希望　　　有　　　　　無

　（有りの場合）
　※�カラオケは当日受付となりますので、ここに
は記入しないでください

余 興 名　�

時　　間　�  分程度

　　　　　　　　　　　　　　　 様　

金  4,000円
　新年会参加費用として、正に上記の金額を領収
致しました。

領 収 日 　　令和　 　年　 　月　 　日

取 扱 者 　　　　　　　　　　　　 　㊞
（取扱者㊞のないものは無効です。）

公益社団法人三郷市シルバー人材センター

イベント実行委員会委員長　　柿沼 金吾

キ　リ　ト　リ　線

新年会開催のお知らせ新年会開催のお知らせ
　会員同士の親睦を深め、共に新春を祝し、さらなる飛躍の糧としていただきたく、
下記のとおり、イベント実行委員会主催による新年会を開催します。
　皆様お誘いあわせのうえ、奮ってご参加ください。

新年会参加申込書 新年会参加費用領収書
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　地域班活動は、地域班班長・副班長が主体となり、会員相互の親睦交流や連携意識の高揚
を図ることを目的としています。� ①日時　②開催場所　③内容　　　　　

地域班活動開催報告地域班活動開催報告

①10月９日（木）午前10時～　
②三郷市立ピアラシティ交流センター
③三郷市社会福祉協議会より講師をお招きし、「老いじたく」をテーマと
した講演会を開催いたしました。安心して老後を迎えるために何が必要か
を学ぶ貴重な機会となりました。講師の方からは、「私の遺言ノート」の
活用や家族との話し合いの大切さなど、具体的な話を伺うことができ、参
加者から「とても参考になった」との声が寄せられました。講演会の後半
は、上半期の事業報告・安全適正委員会の報告が行われました。意見交換会では、参加者同士自己紹介をし、
交流するなど、有意義な時間となりました。

彦成地区

意見交換会の様子意見交換会の様子

①10月16日（木）午後２時～
②三郷市立コミュニティセンター
③はじめに体をほぐし、全身をしっかりと温めました。その後「ボッチャ」
に挑戦しました。ゲームが始まると、和やかな雰囲気の中にも真剣な表情
が見られ、投球のたびに歓声や拍手が起こるなど、終始賑やかで活気のあ
る時間となりました。「思った以上に奥が深くて面白い」「またぜひやって
みたい」との声が多く寄せられ、笑顔あふれる交流のひとときとなりました。
　※�ボッチャとは、白いボール（目標球）に向かって、赤・青それぞれのチームがボールを投げたり転がしたりして、い

かに目標球に近づけるかを競うスポーツです。他のボールに当てて弾くなど、戦略性もありながら、力の強さや年齢
に関係なく、どなたでも気軽に楽しめる競技として人気が高まっています。

東和西地区

受付の様子受付の様子
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